
アクティブ・ラーニングを活用した指導と評価研究

分析事例Ⅳ

安田学園安田女子中学高等学校 「ＳＳ科学言語」にお
ける批判的思考力（ＣＴ）の向上の取り組み
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Ⅰ‐１研究方法と研究体制

安田学園安田女子中学高等学校「ＳＳ科学言語」の授業における批判的思

考力（クリティカル・シンキング）の育成・向上を目指した教育活動の，ねらい，

活動内容，教材の工夫などについて聞き取りを行い，指導と評価のポイントを，

ディスカッションを通じて明らかにする。
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玉川学園 ＳＳH実行委員，学びの技担当（代表）後藤芳文先生
ベネッセ教育総合研究所カリキュラム研究開発室研究員
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Ⅰ‐２ 安田学園安田女子中学高等学校 「ＳＳ科学言語」の取り組み

安田学園安田女子中学高等学校は，「社会に貢献できる品格ある女性の育
成」を目標に掲げて教育活動を行う中高一貫教育校である。高校は，2012
年度からＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受け，その
一環として，同校の教育研究部を中心に，クリティカル・シンキング（以
下，ＣＴ）の育成に力を入れている。
今回は，ＳＳＨ対象クラスで実施している学校設定科目「ＳＳ科学言語」

を取り上げた。「ＳＳ科学言語」では，以下を仮説として，実践を行って
いる。

「ＳＳ科学言語」では，ＣＴを育む授業をどのように実践しているのか。
その指導方法の分析・研究を行った。
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Ⅱ‐１ねらい

目標は，批判的思考力及び表現力の向上。下表は，これから求められる資質・能力をまとめたベネッ
セ定義※のフレームで，「ＳＳ科学言語」で育てたい能力を整理したもの。
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Ⅱ‐２ 育成を目指す能力
教育研究部を中心に，「ＣＴ評価規準」３６項目を設定。ＳＳHに関係する教員ばかりでなく，全教員間にＣＴ育成の共
通理解を図る。ＳＳ科学言語では，「ＣＴ評価規準」をさらに細分化した１３１項目を設定。細分化することで，教材内容
にかかわらず，特定の種類の「問い」で反復訓練することにより，ＣＴ能力を強化することを可能とした。「ＣＴ評価基
準」やそれを細分化した項目は，年度ごとに柔軟に見直している。
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Ⅲ-１ １年間の教材（ＳＳ科学言語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）
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教材ごとに「科学的に読み考える（論理的読解）」「科学を考える（科学の相対
化）」と目標を設定。
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Ⅲ-２ 年間計画を立てる上で重視する点
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Ⅲ-３ １教材を１単元とした場合の基本的な授業展開

9

教材とワークシートを活用。ＣＴの育成を意識しつつ，個人での活動（共通点について自分
の考えを持つ）⇒グループで様々な意見を出し合う（拡散）⇒グループで共通する答えに絞
る（収束）活動を取り入れながら，授業を設計する。
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Ⅲ-４ 授業展開と指導，評価
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Ⅲ-５ 教科書活用/独自教材/独自ワークシート
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Ⅳ-１ 振り返りによるPDCAサイクルの実践：教員自身①
Å

Å

12

CT

CT
CT

Benesse Educational Research and Development Institute 



Ⅳ-２ 振り返りによるPDCAサイクルの実践：教員自身②
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Ⅴ 「批判的思考力テスト」結果

ＣＴ能力の３つのスキルのうちの１つである「推論」について，ＳＳＨを選択している生徒群では，一般
生徒群に比べて平均スコアの伸びが大きい。高1，高2とも，高1一般＜高1ＳＳ，高2一般＜高2ＳＳとい
う結果で，「ＳＳ科学言語」も含むＳＳＨの指導が，スコアの上昇に寄与している可能性が示唆された。
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Ⅵ まとめ
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